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１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第２四半期 82,772 △8.3 6,702 △38.3 7,158 △36.9 4,104 △15.6
25年３月期第２四半期 90,236 0.8 10,854 △16.6 11,335 △15.3 4,865 △38.3

(注) 包括利益 26年3月期第2四半期 7,902百万円(45.3％) 25年3月期第2四半期 5,437百万円(△22.0％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第２四半期 34 44 ―

25年３月期第２四半期 38 41 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年３月期第２四半期 265,966 214,512 80.2
25年３月期 263,580 209,118 78.9

(参考) 自己資本 26年3月期第2四半期 213,186百万円 25年3月期 207,871百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 21 00 ― 21 00 42 00

26年３月期 ― 22 00

26年３月期(予想) ― 22 00 44 00

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 176,000 △2.3 15,000 △28.5 15,800 △28.3 9,000 △21.6 75 53



  

 

 
  

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性がありま

す。なお、連結業績予想に関する事項は添付資料５ページをご覧ください。 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料６ページの「サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期２Ｑ 119,164,594株 25年３月期 132,800,256株

② 期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 235株 25年３月期 13,635,467株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 119,164,557株 25年３月期２Ｑ 126,659,002株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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１）当第２四半期の概況（平成25年４月１日～平成25年９月30日） 

 当期における世界経済は、堅調な米国経済に支えられ、緩やかな回復を示したものの、欧州経済
の停滞、中国をはじめとする新興国経済の減速など先行きの不透明な状況が継続しました。国内で

は、円高是正や経済政策の実施により企業収益は上向きつつあるものの、設備投資や生産動向は、
大幅な改善には至りませんでした。 
 このような環境の中、第２四半期の業績は期初の予想を下回る大変厳しいものとなりました。 

 受注高・売上高については、国内では主要顧客である製造業の操業度の回復が遅れ、設備投資も
低調であったことから、主力商品・サービスが減少しました。海外では、電子産業における水処理
装置の設備投資の中止や遅延が発生しました。この結果、前年同期比で水処理薬品事業は微増にと

どまり、水処理装置事業は減少しました。利益については、減収の影響、海外水処理装置事業にお
ける不採算案件の発生、海外での人員増強に伴う販売費及び一般管理費の増加により、前年同期に
比べ大きく減少しました。 
 以上の結果、当社グループ全体の受注高は89,739百万円（前年同期比4.6%減）、売上高は82,772

百万円（前年同期比8.3%減）となりました。利益につきましては、営業利益6,702百万円（前年同
期比38.3%減）、経常利益7,158百万円（前年同期比36.9%減）、四半期純利益は4,104百万円（前年
同期比15.6%減）となりました。 

  
 

  

２）セグメント別の概況 

①水処理薬品事業 
 受注高・売上高については、国内では、顧客工場の操業度低迷を受け、主力のボイラ薬品、排水

処理薬品、紙・パルプ向けプロセス薬品が減少しました。海外では、円安効果もあり、中国、東南
アジアを中心に、冷却水薬品、排水処理薬品、逆浸透膜処理薬品が増加しました。水処理薬品事業
全体としては、受注高・売上高ともに、微増となりました。一方海外の人員増により販売費及び一

般管理費が増加しました。 
 この結果、当社グループの水処理薬品事業全体の受注高は29,327百万円（前年同期比2.2%増）、
売上高は28,806百万円（前年同期比0.5%増）、営業利益は4,433百万円（前年同期比5.3%減）とな
りました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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②水処理装置事業 

 受注高・売上高については、国内では、東日本大震災の復旧需要の一巡により、電力向けの水処
理装置が減少しました。電子産業分野でも設備投資需要、顧客工場の操業度の回復は鈍く、水処理
装置、メンテナンス・サービスともに減少しました。超純水供給事業は前期の契約条件の変更の影

響により微減となりました。海外では、東アジアにおける電子産業向け大型案件で受注の取消、受
注済案件の着工延期があり、受注高・売上高ともに減少しました。また、一部の案件におけるコス
ト増により原価率が悪化しました。 

 この結果、当社グループの水処理装置事業全体の受注高は60,411百万円（前年同期比7.6%減）、
売上高は53,965百万円（前年同期比12.3%減）、営業利益は2,276百万円（前年同期比63.1%減）と
なりました。 
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１）資産・負債及び純資産の状況 

 当第２四半期末における流動資産は、151,689百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,815百万

円増加しました。これは主に有価証券が10,000百万円、仕掛品が1,816百万円増加した一方で、売

掛金が7,988百万円減少したことによるものであります。売掛金の減少は、回収が順調であったこ

とと、前連結会計年度後半と比べ当第２四半期連結累計期間の売上水準が低下したことによるもの

であります。有価証券の増加は、主に有価証券扱いとなる譲渡性預金での運用増加によるもので、

仕掛品の増加は、水処理装置事業の工事進捗によるものであります。 

 固定資産は、114,277百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,428百万円減少しました。これは

主に有形固定資産が4,924百万円減少したものの、投資その他の資産が2,565百万円増加したことに

よるものであります。有形固定資産の減少は、超純水供給事業用設備等の減価償却費の計上額が設

備投資額を上回ったことによるもので、投資その他の資産の増加は、保有する株式の時価上昇によ

り投資有価証券の含み益が増加したことによるものであります。 

 流動負債は、32,483百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,932百万円減少しました。これは

主に買掛金が2,062百万円、流動負債のその他が1,817百万円それぞれ減少したことによるものであ

ります。 

 固定負債は、18,970百万円となり、前連結会計年度末に比べ76百万円の微減となりました。 

 純資産合計は214,512百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,394百万円増加しました。これは

主に株主資本が1,601百万円、その他の包括利益累計額が3,714百万円それぞれ増加したことによる

ものであります。株主資本の増加は、前連結会計年度の期末配当金2,502百万円を上回る当第２四

半期純利益4,104百万円の計上によるものであります。その他の包括利益累計額の増加は、投資有

価証券の含み益増加に伴いその他有価証券評価差額金が2,601百万円、円安外国通貨高に伴い為替

換算調整勘定が1,113百万円それぞれ増加したことによるものであります。なお、純資産合計には

影響ありませんが、自己株式の消却により、自己株式が21,859百万円減少（純資産の増加）し、利

益剰余金が同額減少しております。 
  

２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期末における現金及び現金同等物の残高は、27,784百万円となり、前連結会計年度末

に比べ5,528百万円減少しました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は次のとおりであります。 
  
①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果得られた資金は、14,432百万円（前年同期比2,181百万円減）となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益6,658百万円、減価償却費7,364百万円、売上債権の減少

7,699百万円などで資金が増加したしたことに対し、法人税等の支払額2,735百万円、たな卸資産

の増加額2,395百万円、仕入債務の減少額2,474百万円などで資金が減少したことによるものであ

ります。 
  
②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は、17,575百万円（前年同期比3,010百万円減）となりました。

これは主に、定期預金の預入・払戻による差引支出4,258百万円、有価証券の取得・償還等によ

る差引支出が10,000百万円、超純水供給事業用設備等の有形固定資産の取得による支出3,152百

万円などの資金支出があったことによるものであります。 
  
③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果使用した資金は、2,820百万円（前年同期比515百万円減）となりました。これ

は主に配当金の支払額2,513百万円によるものであります。 

（２）財政状態に関する説明
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 平成26年３月期の連結業績予想につきましては、顧客操業度や設備投資の回復は緩やかであり、
当社グループの業績への波及も遅れると予想されることから、期初の予想の達成は難しいと判断し、
平成25年10月11日に平成25年4月30日発表の業績予想から修正いたしました。詳細につきましては、

平成25年10月11日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
 四半期業績の推移は６ページに記載のとおりであります。 
  

（連結業績予想） 

平成26年３月期 連結業績予想の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 191,000 23,500 24,000 14,000 117 48

今回修正予想（Ｂ） 176,000 15,000 15,800 9,000 75 53

増減額（Ｂ－Ａ） △15,000 △8,500 △8,200 △5,000 ―

増 減 率 （ ％ ） △7.9 △36.2 △34.2 △35.7 ―

（ご参考）前期連結実績 
（平成25年３月期）

180,143 20,989 22,046 11,476 92 43
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連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動はありません。 

なお、第１四半期連結会計期間から、新たに設立した１社及び重要性が増加した１社を持分法の

適用範囲に含めております。 

  

税金費用の計算 

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

○参考情報 

四半期業績の推移 

（単位：百万円）
 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 43,039 41,805

受取手形 6,108 7,214

売掛金 55,279 47,291

有価証券 34,000 44,000

製品 1,445 1,642

仕掛品 2,238 4,054

原材料及び貯蔵品 1,191 1,747

その他 3,676 4,019

貸倒引当金 △104 △85

流動資産合計 146,874 151,689

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 23,693 22,025

機械及び装置（純額） 36,173 36,505

その他（純額） 26,954 23,365

有形固定資産合計 86,820 81,896

無形固定資産 1,619 1,550

投資その他の資産

その他 28,506 31,207

貸倒引当金 △241 △377

投資その他の資産合計 28,265 30,830

固定資産合計 116,705 114,277

資産合計 263,580 265,966

負債の部

流動負債

支払手形 1,451 1,590

買掛金 16,522 14,460

未払法人税等 2,509 2,315

賞与引当金 2,362 2,793

その他の引当金 1,187 1,757

その他 11,382 9,565

流動負債合計 35,415 32,483

固定負債

退職給付引当金 10,835 11,078

その他の引当金 165 94

その他 8,045 7,798

固定負債合計 19,046 18,970

負債合計 54,462 51,454
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,450 13,450

資本剰余金 11,426 11,426

利益剰余金 202,807 182,550

自己株式 △21,859 △0

株主資本合計 205,826 207,427

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,079 6,680

土地再評価差額金 △564 △564

為替換算調整勘定 △1,469 △356

その他の包括利益累計額合計 2,045 5,759

少数株主持分 1,246 1,326

純資産合計 209,118 214,512

負債純資産合計 263,580 265,966
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

売上高 90,236 82,772

売上原価 60,294 56,025

売上総利益 29,942 26,747

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 6,716 7,101

賞与引当金繰入額 1,527 1,544

研究開発費 2,183 2,204

その他 8,660 9,193

販売費及び一般管理費合計 19,088 20,044

営業利益 10,854 6,702

営業外収益

受取利息 75 84

受取配当金 187 169

持分法による投資利益 173 107

その他 148 164

営業外収益合計 584 526

営業外費用

支払利息 48 31

その他 54 39

営業外費用合計 103 70

経常利益 11,335 7,158

特別利益

固定資産売却益 1,046 －

閉鎖型適格退職年金制度終了益 137 －

特別利益合計 1,184 －

特別損失

減損損失 1,001 －

建物解体費用引当金繰入額 434 －

投資有価証券評価損 2,343 －

寄付金 － ※ 500

特別損失合計 3,778 500

税金等調整前四半期純利益 8,741 6,658

法人税等 3,834 2,536

少数株主損益調整前四半期純利益 4,906 4,121

少数株主利益 41 16

四半期純利益 4,865 4,104
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,906 4,121

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 514 2,593

為替換算調整勘定 6 1,132

持分法適用会社に対する持分相当額 9 54

その他の包括利益合計 531 3,781

四半期包括利益 5,437 7,902

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,388 7,818

少数株主に係る四半期包括利益 49 84
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,741 6,658

減価償却費 7,647 7,364

引当金の増減額（△は減少） 603 1,215

有形固定資産除売却損益（△は益） △1,034 7

減損損失 1,001 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2,343 －

売上債権の増減額（△は増加） 7,577 7,699

たな卸資産の増減額（△は増加） △662 △2,395

仕入債務の増減額（△は減少） △3,108 △2,474

法人税等の支払額 △7,022 △2,735

その他 526 △906

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,613 14,432

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,224 △10,606

定期預金の払戻による収入 18,192 6,348

有価証券の取得による支出 △59,500 △52,000

有価証券の売却及び償還による収入 32,000 42,000

有形固定資産の取得による支出 △1,973 △3,152

有形固定資産の売却による収入 3,342 5

投資有価証券の取得による支出 △6 △6

その他の支出 △508 △333

その他の収入 93 169

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,585 △17,575

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △597 △2

長期借入れによる収入 57 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △256 △301

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △2,525 △2,500

少数株主への配当金の支払額 △12 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,335 △2,820

現金及び現金同等物に係る換算差額 44 435

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,263 △5,528

現金及び現金同等物の期首残高 19,825 33,313

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,562 27,784
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（継続企業の前提に関する注記） 

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

（四半期連結損益計算書関係） 

 ※ 寄付金 

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

当社は、公益財団法人クリタ水・環境科学振興財団の基本財産として500百万円を追加拠出し、こ

れを特別損失の寄付金に計上しております。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

当社は、平成25年７月30日開催の取締役会に基づき、平成25年８月６日に自己株式を13,635,662

株を消却いたしました。この結果、株主資本合計には影響ありませんが、自己株式が21,859百万円

減少（株主資本の増加）し、利益剰余金が同額減少しております。 

  

（セグメント情報） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

 （単位：百万円）
 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

 （単位：百万円）
 

（注）１．調整額のうち、売上高はセグメント間取引消去額であり、セグメント利益は、セグメント間取引消去に 

伴うものであります。 

２．セグメント利益欄は、営業利益の数値であります。 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

報告セグメント
調整額 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額

(注)２
水処理薬品

事業
水処理装置

事業
計

売上高

 外部顧客への売上高 28,674 61,562 90,236 ― 90,236

 セグメント間の内部売上高 
 又は振替高

144 97 242 △242 ―

計 28,818 61,660 90,478 △242 90,236

セグメント利益 4,681 6,161 10,842 11 10,854

報告セグメント
調整額 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額

(注)２
水処理薬品

事業
水処理装置

事業
計

売上高

 外部顧客への売上高 28,806 53,965 82,772 ― 82,772

 セグメント間の内部売上高 
 又は振替高

122 114 237 △237 ―

計 28,929 54,080 83,009 △237 82,772

セグメント利益 4,433 2,276 6,710 △7 6,702

栗田工業（株）　（6370）　平成26年3月期　第2四半期決算短信

- 12 -



  

（１）受注高 

 
  

（２）売上高 

 
  

（３）設備投資額（有形固定資産） 

 
  

（４）減価償却費（有形固定資産） 

４．補足情報

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間 
（自平成24年４月１日） 
 至平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 
（自平成25年４月１日） 
 至平成25年９月30日）

金額 構成比 金額 構成比

水処理薬品事業（百万円） 28,694 30.5% 29,327 32.7%

水処理装置事業（百万円） 65,376 69.5 60,411 67.3

合計（百万円） 94,070 100.0 89,739 100.0

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間 
（自平成24年４月１日） 
 至平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 
（自平成25年４月１日） 
 至平成25年９月30日）

金額 構成比 金額 構成比

水処理薬品事業（百万円） 28,674 31.8% 28,806 34.8%

水処理装置事業（百万円） 61,562 68.2 53,965 65.2

合計（百万円） 90,236 100.0 82,772 100.0

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間 
（自平成24年４月１日） 
 至平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 
（自平成25年４月１日） 
 至平成25年９月30日）

金額 構成比 金額 構成比

水処理薬品事業（百万円） 804 28.2% 816 41.2%

水処理装置事業（百万円） 2,050 71.8 1,166 58.8

合計（百万円） 2,855 100.0 1,982 100.0

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間 
（自平成24年４月１日） 
 至平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 
（自平成25年４月１日） 
 至平成25年９月30日）

金額 構成比 金額 構成比

水処理薬品事業（百万円） 529 7.2% 549 7.8%

水処理装置事業（百万円） 6,832 92.8 6,534 92.2

合計（百万円） 7,361 100.0 7,083 100.0

栗田工業（株）　（6370）　平成26年3月期　第2四半期決算短信

- 13 -




